
1．
 は

じ
め
に
  
 

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
造
推

進
事
業
体
と
し
て
，
独
立
行
政
法
人
科
学
技
術
振
興
機
構
（
以
下
，
JS
T 
 

と
す
る
）
は
，
そ
の
中
期
目
標
に
お
い
て
，
以
下
の
よ
う
な
政
策
的
要
請
を
受
け
て
い
る
．
  

0 
機
構
は
，
研
究
内
容
，
研
究
成
果
に
係
る
論
文
発
表
，
口
頭
発
表
，
特
許
出
願
の
状
況
お
よ
び
  
 

成
果
の
社
会
・
経
済
へ

の
波
及
効
果
等
に
つ
い
て
把
握
し
，
わ
か
り
や
す
く
社
会
に
向
け
で
情
  

報
発
信
す
る
．
  

0 
機
構
は
，
本
事
業
に
お
け

る
研
究
が
国
際
的
に
高
い
水
準
に
あ
る
こ
と
を
目
指
す
．
そ
の
指
標
  

と
し
て
，
論
文
被
引
用
回
数
，
国
際
的
な
科
学
賞
の
受
賞
数
．
招
待
講
演
数
等
の
定
量
的
指
標
  

を
活
用
す
る
．
  
 

こ
れ
を
受
け
，
過
去
に
支
援
し
た
研
究
課
題
の
社
会
・
経
済
へ
の
波
及
効
果
，
あ
る
い
は
定
量
的
  

な
指
標
を
活
用
し
て
，
如
何

に
JS
T事

業
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
創
出
に
寄
与
で
き
た
か
を
分
析
す
  

る
こ
と
は
，
独
立
行
政
法
人
と

し
て
の
責
務
と
い
え
よ
う
．
  
 

引
用
情
報
を
含
む
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
，
論
文
と
特
許
の
内
容
の
可
視
  

化
分
析
，
論
文
・
特
許
の
引
用
・
被
引
用
関
係
の
分
析
（
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ン
ケ
ー
ジ
分
析
）
な
ど
を
  

行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
，

従
来
困
難
で
あ
っ
た
網
羅
的
な
波
及
効
果
分
析
に
お
い
て
必
要
と
な
る
  

指
標
が
得
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
．
特
許
の
引
用
情
報
に
み
ら
れ
る
非
特
許
文
献
（
特
許
以
外
の
論
  

文
や
図
書
な
ど
の
文
献
，
主
と
し
て
科
学
技
術
文
献
）
は
，
科
学
研
究
が
産
業
技
術
に
与
え
た
影
響
  

を
定
量
的
に
特
徴
づ
け
る
も

の
と
考
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
，
様
々
な
角
度
で
分
析
を
行
う
価
値
  

が
あ
る
と
推
測
で
き
る
．
し
か
し
こ
の
観
点
で
実
施
さ
れ
た
分
析
は
少
な
い
．
有
力
特
許
に
引
用
さ
  

れ
た
論
文
の
計
量
書
誌
学
的
分
析
に
お
い
て
，
大
学
，
公
的
機
関
，
企
業
な
ど
の
セ
ク
タ
ご
と
の
サ
  

イ
エ
ン
ス
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
分
析
は
あ
る
が
，
研
究
者
別
，
機
関
別
の
サ
イ
エ
ン
ス
リ
ン
ケ
ー
ジ
の
研
  

究
は
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
．
こ
れ
は
大
量
の
論
文
お
よ
び
特
許
に
つ
い
て
，
研
究
者
名
や
機
  

関
名
の
名
寄
せ
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
が
原
因
の
一
つ
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
．
  
 

そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
は
，
論
文
情
報
お
よ
び
特
許
情
報
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
名
寄
  

せ
等
デ
ー
タ
の
整
理
を
行
い
，
特
許
の
引
用
情
報
に
み
ら
れ
る
論
文
情
報
を
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
  

と
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
た
．
  

2．
開
発
手
順
  
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
際
し

，
下
記
手
順
に
て
作
業
を
進
め
る
こ
と
に
し
た
．
  

0 
論
文
情
報
お
よ
び
特
許
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
  

○
 機

関
お
よ
び
研
究
者
の
名

寄
せ
  

○
 特

許
の
引
用
情
報
に
み
ら
れ
る
非
特
許
情
報
と
論
文
情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ
  

○
 論

文
情
報
お
よ
び
特
許
情
報
の
抽
出
用
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
  

特
許

の
引
用
情
報
に
み
ら
れ
る
論
文
情
報
の
  

定
量
的
分
析
の
た
め
の
シ
ス

テ
ム
開
発
  

小
林
義
英
†
落
合
圭
†
橋
本
定
幸
†
  

塩
尻
栄
美
子
†
山
崎
雅
和
†
栗

原
正
昭
†
  

浜
中
寿
†
坂
内
悟
†
囲
谷
実
†
治
部
眞
里
†
  

特
許
情
報
お
よ

び
論
文
情
報
を
格
納
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
備
し
，
特
許
の
引
用
情
報
に
  

含
ま
れ
る
論
文
情
報
を
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
シ
ス
テ
ム
の
開
発
を
行
っ
  

た
．
開
発
に
お
い
て
は
，
特
許
情
報
と
論
文
情
報
の
膨
大
な
テ
キ
ス
ト
デ
ー
タ
を
扱
う
こ
と
に
  

よ
る
課
題
が
あ
っ
た
．
デ
ー
タ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
名
寄
せ
な
ど
，
開
発
に
際
し
発
生
し
た
課
題
  

と
そ
の
対
応
を
中
心
に
開
発
の
詳
細
に
つ
い
て
示
す
，
  
 

De
ve
lo
pm
en
tf
br
qu
an
ti
ta
ti
ve
an
al
ys
is
sy
st
em
  

Of
jo
ur
na
la
rt
ic
le
si
np
at
en
tc
it
at
io
ns
  

Yo
sh

ih
id
eK
ob
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†
Ke
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We
ma
in
ta
in
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th
ed
at
ab
as
et
ha
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to
re
dp
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en
ti
nf
br
ma
ti
or
La
nd
th
es
is
in
fb
rm
at
io
n，

an
d 
 

de
ve
lo
pe
d 
th
e 
sy
st
em
 t
o 
rn
ak
e 
qu
al
it
at
iv
e 
an
al
ys
IS
 O
ft
he
si
si
nf
br
ma
ti
on
in
cl
ud
ed
in
  

P
a
t
e
r
l
t
i
n
f
b
r
m
a
t
i
o
n
a
s
q
u
o
t
a
t
i
o
n
．
F
o
r
d
e
v
e
l
o
p
l
n
g
t
h
e
s
y
s
t
e
m
，
W
e
f
h
c
e
d
v
a
r
i
o
u
s
p
r
o
b
l
e
m
s
 
 

du
et
ot
re
at
Ln
gh

ug
et
ex
td
at
ao
fp
at
en
ti
nf
br
ma
ti
on
an
dt
he
si
si
nf
br
ma
ti
on
．
We
de
sc
ri
be
  

th
ed
et
ai
ls
an
dc
ou
nt
er
me
as
ur
ea
bo
ut
th
ep
ro
bl
em
so
cc
ur
re
di
nt
he
de
ve
lo
pm
en
tp
ro
ce
ss
  

Su
Ch
as
da
ta
cl
ea

nl
ng
an
dn
am
ei
de
nt
if
ic
at
io
n，
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独
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科
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技
術
振
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機
構
  

Ja
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情
報
処
理
学
会
研
究
報
告
  

IP
SJ
 S
IG
 T
ec
hn
ic
ai

 R
ep
or
t 

以
下
，
各
手
順
の
作
業

内
容
と
発
生
し
た
課
題
に
つ
い
て
述
べ
る
．
  
 

3．
輪
文
情
報
お

よ
び
特
許
情
報
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
稗
築
  
 

3．
1 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
選
定
  
 

特
許
に
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
情
報
を
定
量
的
に
分
析
す
る
た
め
に
は
，
論
文
の
書
誌
を
含
む
引
  

用
情
報
を
有
す
る
大
量

の
特
許
情
報
と
，
国
内
外
を
問
わ
ず
大
量
の
論
文
情
報
を
入
手
し
，
特
許
の
  

引
用
情
報
に
記
載
さ
れ
た
文
字
列
と
論
文
情
報
を
参
照
で
き
る
形

ま
で
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
．
  
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
，
特
許
情
報
と
し
て
欧
州
特
許
庁
が
提
供
し
て
い
る
 錮

JS
TÅ

r 
 

（
Wo
rl
dw
id
eP
at
en
tS
ta
ti
st
ic
al
Da
ta
ba
se
）
を
，
論
文
情
報

と
し
て
エ
ル
ゼ
ビ
ア
社
が
提
供
し
て
い
  

る
SC
OP
US
カ
ス
タ
ム
デ
ー
タ
を
そ
れ
ぞ
れ
用
い
る
こ
と
に
し
た
．
  
 

R左
rS
TA
T（

以
下

，
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
す
る
）
は
世
界
80
ケ
国
か
ら
収
集
さ
れ
た
5，

00
0万

  
以
上
も
の
出
願
情
報
を

有
し
て
い
る
．
リ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
導
入
し
や
す
い
形
で
提
  

供
さ
れ
，
欧
州
特
許
庁
の
書
誌
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
Do
cD
B）

の
一
部
と
し
て
，
出
願
番
号
，
公
開
  

番
号
，
優
先
日
や
出
願
日
，
公
開
日
，
出
願
人
や
発
明
者
の
名
前
と
住
所
，
国
コ
ー
ド
，
発
明
の
名
  

称
，
国
際
特
許
分
類
，
フ
ァ
ミ
リ
ー
，
要
約
，
非
特
許
情
報
を
含

む
引
用
文
献
情
報
な
ど
が
記
録
さ
  

れ
て
い
る
【
1］

．
特
許
研
究
者
が
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
使
い
，

学
会
も
あ
る
こ
と
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
の
  

蓄
積
も
多
い
た
め
．
分
析
対
象
と
し
て
選
択
し
た
．
  
 

SC
OP
US
カ
ス
タ
ム
デ
ー
タ
（
以
下
，
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
す
る
）
は
世
界
5，

00
0以

上
の
出
  

版
社
の
1軋

00
0誌

以
上
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
を
収
録
し
て
お
り
，
3，

80
0万

件
以
上
の
書
誌
・
抄
録
レ
コ
  

ー
ド
が
存
在
し
て
い
る
．
ま
た
，
19
96
年
以
降
は
出
版
さ
れ
た
論
文
に
は
引
用
文
献
情
報
も
存
在
し
  

て
い
る
．
デ
ー
タ
量
が
多
い
こ
と
と
，
研
究
者
と
所
属
機
関
の
対

応
関
係
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
  

と
か
ら
，
分
析
対
象
と
し
て
選
択
し
た
．
ま
た
，
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
英
語
で
あ
り
今
回
特
許
情
  

報
と
論
文
情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
，
英
語
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
も
選
択
の
  

大
き
な
要
因
と
な
っ
た
．
  
 

特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
文
献

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
も
デ
ー
タ
規
模
が
膨
大
と
な
る
た
め
デ
ー
タ
の
絞
  

込
を
行
っ
た
．
ま
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
年
数
（
論
文
は
発
行
年
，
特
許
は
出
願
  

年
）
に
よ
る
デ
ー
タ
の
絞
り
込
み
を
行
っ
た
．
ま
た
，
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
は
，
日
米
欧
  

の
三
極
特
許
庁
と
WI
PO
（
Wo
rl
dI
nt
e1
1e
ct
ua
lP
ro
pe
rt
yO
rg
an
iz
at
io
n）

に
特
許
出
願
が
集
中
し
て
  

い
る
こ
と
か
ら
，
出
願
国
に
よ
る
紋
り
込
み
を
行
っ
た
．
さ
ら
に
，
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
  

は
今
回
論
文
情
報
の
み

を
対
象
と
す
る
た
め
，
論
文
以
外
の
文
献
情
報
（
単
行
本
な
ど
）
に
つ
い
て
  

は
対
象
外
と
し
た
．
  

3．
2 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
環
境
の
構
築
  
 

処
理
を
行
う
環
境
に

つ
い
て
は
，
大
量
の
デ
ー
タ
保
持
と
高
速
検
索
が
実
現
で
き
る
よ
う
，
下
記
  

の
構
成
と
し
た
．
ま
た
，
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
処
理
が
  

可
能
な
よ
う
に
，
下
記
構
成
マ
シ
ン
を
2台

用
意
し
た
．
  

表
1
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
環
境
 
 

区
分
  
 

名
称
，
ス
ペ
ッ
ク
  
 

備
考
  
 

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
  
 

My
S（

〕
L5
  

OS
  
 

Re
dH
at
En
te
rp
ri
se
Li
nu
x 
 

ハ
ー
ド
デ
ィ
ス
ク
  
 

3T
B 
  

RA
lD
5，

SA
S，

15
kr
pm
  
 

メ
モ
リ
  
 

4g
GB
  

CP
U 
  

2．
83
GH
z 
  

ク
ア
ッ
ド
コ
ア
  

開
発
に
あ
た
っ
て
，
デ

ー
タ
規
模
を
考
慮
し
，
下
記
点
を
念
頭
に
お
い
て
作
業
を
行
っ
た
．
  

◎
 リ

ソ
ー
ス
管
理
  

処
理
の
先
頭
で
メ
モ
リ
使
用
量
を
確
認
し
，
メ
モ
リ
不
足
前
に
処
理
を
切
断
す
る
よ
う
配
慮
し
  

た．
   

◎
 
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
管
理
 
 
 

デ
ー
タ
べ
－
 

こ
と
が
多
か
っ
た

た
め
，
処
理
前
に
使
用
す
る
テ
ー
ブ
ル
の
チ
ェ
ッ
ク
を
実
施
し
て
か
ら
処
理
  

を
開
始
す
る
よ
う
に
し
た
．
ま
た
，
処
理
に
よ
っ
て
は
My
SQ
Lの

パ
ラ
メ
ー
タ
を
調
整
し
，
  

よ
り
高
速
か
つ
安
定
的
な
検
索
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
し
た
．
  

4．
横
間
お
よ
び
研

究
者
の
名
寄
せ
  
 

特
許
に
引
用
さ
れ
て
い
る
論
文
情
報
を
定
量
的
に
分
析
す
る
た
め
に
は
機
関
名
お
よ
び
研
究
者
  

名
に
存
在
す
る
様
々
な
表
記
揺
れ
を
解
消
す
る
必
要
が
あ
る
が
，
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
お
よ
び
特
許
  

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
そ
れ
ぞ
れ

の
デ
ー
タ
が
も
つ
特
徴
な
ど
に
よ
り
，
名
寄
せ
処
理
に
は
各
種
の
問
題
点
  

が
発
生
し
た
．
以
下
に
そ
れ
ら
の
問
題
点
と
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
あ
た
っ
て
行
っ
た
対
応
に
つ
い
て
  

述
べ
る
．
  
 

4．
1 
機
関
名
寄
せ

  

（
1）

機
関
名
表
紀
  
 

機
関
名
に
は
表
記
ゆ
れ
が
存
在
し
，
以
下
の
種
類
が
あ
っ
た
．
実
際
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
表
記
揺
れ
  

種
類
に
加
え
て
，
表
記
揺
れ
種
類
が
合
わ
さ
っ
た
も
の
な
ど
様
々
な
表
記
揺
れ
が
存
在
し
た
．
  
 

ー 遥 －   



記
の
具
体
例
に
つ
い
て
は
表
3を

参
照
）
．
機
関
名
辞
書
に
登
録
さ
れ
て
い
る
表
記
パ
タ
ー
ン
と
，
  

名
寄
せ
対
象
の
機
関
名
デ
ー
タ
の
両
方
を
，
同
じ
略
記
辞
書
を
使
っ
て
変
換
し
，
そ
の
後
両
者
を
マ
  

ッ
チ
ン
グ
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
．
  

表
3 
略
記
辞
書
の
具
体
例
  

表
2 
機
関
名
の
表
記
ゆ
れ
種
別
  

種
別
  
 

説
明
  
 

例
  
 

正
式
名
称
  
 

機
関
の
正
式
英
名
  
 

Th
eU
ni
ve
rs
it
yo
fT
ok
yo
  
 

略
称
  
 

機
関
の
正
式
英
名
の
略
称
  
 

JS
T 
  

別
表
記
  
 

正
式
英
名
と
異
な
る
語
順
の
表
記
  
 

To
ky
oU
ni
ve
rs
lt
y 
  

一
部
略
記
  
 

一
部
に
略
記
が
使
わ
れ
て
い
る
機
関
名
  
 

Tb
ky
oU
ni
v．

  
 

機
関
内
の
組
織
名
  
機
関
内
の
部
門
名
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
名
  
 

CR
ES
T 
  

誤
記
  
 

機
関
名
の
ス
ペ
ル
ミ
ス
  
 

Th
eU
ni
ve
rc
it
yo
fT
ok
yo
  
 

旧
機
関
名
  
 

機
関
の
統
合
・
分
割
な
ど
に
よ
る
変
更
前
の
  
Re
se
ar
cl
l 
  

De
ve
lo
pm
en
t 
 

名
称
  
 

Co
叩
ra
tl
On
Of
Ja
pa
n 
 

略
記
  
 

略
記
前
の
元
の
表
記
  
 

te
ch

no
l 
  

Te
ch
no
lo
g 
 

te
ch
no
10
gl
a 
 

te
ch
no
lo
gl
Ca
  

te
ch
no
lo
gl
Ca
l 
 

te
ch
no
lo
gl
Ce
  

te
ch
no
lo
gl
e 
 

te
ch
no
lo
gl
eS
  

te
ch
no
lo
gl
qu
eS
  

te
ch
no
lo
gy
  

Th
ec
hn
ol
og
y 
  

ad
v 
  

ad
v鋸

1C
  

ad
va
nc
e 
 

ad
va
nc
ed
  

ad
va
nc
em
en
t 
 

ad
va
nc
em
en
ts
  

ad
va
ll
Ce
S 
 

Ad
va
nc
ln
g 
 

こ
れ
ら
の
表
記
ゆ
れ
を
解
消
す
る
た
め
，
同
じ
機
関
名
を
示
す
表
記
パ
タ
ー
ン
に
つ
い
て
同
一
の
  

機
関

ID
を
つ
け
，
機
関
名
辞
書
（
機
関
名
の
各
種
表
記
パ
タ
ー
ン
と
機
関
ID
が
組
に
な
っ
た
デ
ー
  

タ
）

を
作
成
し
，
そ
れ
を
元
に
名
寄
せ
を
行
う
こ
と
に
し
た
．
機
関

名
辞
書
作
成
に
あ
た
っ
て
は
JS
T 
 

の
運
営
す
る
科
学
技
術
文

献
検
索
サ
ー
ビ
ス
「
JD
re
am
Ⅱ
」
の
機
関
名
辞
書
を
ベ
ー
ス
に
し
た
が
，
  

i海
外
機
関
は
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
デ
ー
タ
数
が
少
な
く
・
国
コ

ー
ド
の
情
報
も
持
っ
て
い
な
  

苦
 か

っ
た
・
ま
た
国
内
機
関
で

あ
っ
て
も
・
「
JD
re
am
II
」
の
機
関
名
辞
書
が
JS
Tで

運
用
し
て
い
る
デ
  

l二
・
  

「
  

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た

．
そ
こ
で
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
「
JD
re
am
Ⅱ
」
の
機
関
名
辞
書
の
中
か
  

ら
特
に
今
回
注
目
し
た
日

本
の
主
要
大
学
お
よ
び
研
究
機
関
15
2機

関
（
以
下
，
名
寄
せ
対
象
機
関
  

と
す
る
）
に
つ
い
て
名
寄
せ
処
理
の
精
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め
追
加

の
デ
ー
タ
整
備
を
行
っ
た
．
  

ま
た
，
特
許
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
の
出
願
人
情
報
と
発
明
者
情
報
に
は
機
関
名
と
研
究
者
名
を
分
け
る
  

区
分
は
な
い
．
こ
の
点
に

つ
い
て
検
討
し
た
結
果
，
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
，
出
願
人
情
報
  

を
機

関
名
情
報
と
し
て
，
機
関
名
名
寄
せ
の
対
象
と
し
た
．
つ
ま
り

，
あ
る
特
許
の
出
願
人
の
中
に
  

そ
の
機
関
が
存
在
し
な
け
れ
ば
，
発
明
人
の
中
に
そ
の
機
関
の
デ
ー

タ
が
存
在
し
た
と
し
て
も
，
そ
  

の
機
関
の
特
許
と
扱
わ
な

い
こ
と
と
し
た
．
こ
れ
は
，
特
許
の
集
計
を
行
う
際
に
，
あ
る
機
関
の
特
  

許
と

し
て
集
計
す
べ
き
デ
ー
タ
は
，
そ
の
機
関
が
出
願
人
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
と
推
測
し
  

た
か
ら
で
あ
る
．
  

（
2）

辞
審
管
理
  

上
述
の
通
り
1つ

の
機

関
を
表
す
表
記
パ
タ
ー
ン
の
数
は
非
常
に
多
い
の
で
，
そ
れ
を
全
て
辞
書
  

に
登
録
す
る
こ
と
自
体
非
常
に
労
力
が
か
か
り
，
ま
た
後
の
マ
ッ
チ
ン
グ
処
理
に
お
い
て
多
大
な
負
  

荷
が
か
か
る
．
そ
の
た
め

，
機
関
名
辞
書
に
細
か
い
表
記
パ
タ
ー
ン
を
増
や
す
こ
と
は
せ
ず
，
マ
ッ
  

チ
ン
グ
の
前
処
理
と
し
て
JS
Tで

所
有
す
る
略
記
辞
書
に
よ
る
変
換
を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
（
略
  

し
か
し
，
名
寄
せ
対
象
機
関
の
み
辞
書
の
登
録
パ
タ
ー
ン
を
拡
充
さ
せ
る
だ
け
で
は
名
寄
せ
の
精
  

度
は
向
上
し
な
い
．
名
寄
せ
対
象
機
関
以
外
の
機
関
名
デ
ー
タ
が
名
寄
せ
処
理
に
障
害
を
与
え
る
た
  

め
で
あ
る
．
例
え
ば
東
京
大
学
と
東
京
理
科
大
学
の
場
合
，
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
yo
fS
ci
en
ce
」
は
東
  

京
理
科
大
学
を
表
す
が
，
も
し
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
辞
書
に
登
録
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
，
後
述
す
る
マ
  

ッ
チ
ン
グ
処
理
方
式
に
よ
っ
て
東
京
大
学
を
表
す
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
y」

に
名
寄
せ
さ
れ
て
し
ま
う
・
  

そ
の
た
め
，
名
寄
せ
対
象
機
関
に
つ
い
て
の
名
寄
せ
の
精
度
を
下
げ
な
い
よ
う
，
名
寄
せ
対
象
機
関
  

以
外
の
機
関
名
の
表
記
パ
タ
ー
ン
を
人
手
で
洗
い
出
し
，
機
関
名
辞
書
に
登
録
し
た
．
  
 

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
辞
書
整
備
に
つ
い
て
，
表
記
パ
タ
ー
ン
の
洗
い
出
し
と
辞
書
登
録
の
判
断
  

に
つ
い
て
多
く
を
人
手
に
頼
る
こ
と
に
な
っ
た
．
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
自
動
化
で
き
る
よ
う
検
討
  

を
続
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
．
  

（
3）

マ
ッ
チ
ン
グ
処
理
  
 

マ
ッ
チ
ン
グ
処
理
を
行
う
際
，
辞
書
に
あ
る
単
語
の
使
用
順
序
は
重
要
と
な
る
．
例
え
ば
，
東
京
  

理
科
大
学
を
示
す
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
yo
fS
ci
en
ce
」
と
い
う
辞
書
パ
タ
ー
ン
よ
り
も
先
に
，
東
京
  

大
学
を
示
す
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
y」

と
い
う
辞
書
パ
タ
ー
ン
を
処
理
対
象
と
し
て
し
ま
う
と
，
「
To
ky
o 
 

Un
iv
er
si
ty
of
Sc
ie
nc
e」

と
い
う
機
関
名
も
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
y」

と
い
う
辞
書
パ
タ
ー
ン
に
一
致
  

し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
．
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に
．
辞
書
パ
タ
ー
ン
の
中
で
文
字
列
の
  
 



研
究
者
名
の
一
部
と
し
て
機
関
名
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
（
例
え
ば
，
「
HO
SO
NO
，
Hi
de
o，

C／
o 
 

To
ky
oI
ns
ti
tu
te
of
Te
ch

no
lo
gy
」
）
場
合
に
は
，
そ
の
機
関
名
も
利
用
す
る
・
し
か
し
，
研
究
者
の
  

所
属
機
関
が
必
ず
し
も
出
願
人
と
な
っ
て
い
る
と
は
限
ら
な
い
た
め
，
こ
の
方
法
で
は
ま
だ
改
善
の
  

余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
  
 

ま
た
，
今
回
の
方
法
は
，
研
究
者
の
所
属
機
関
が
分
か
っ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
る
．
あ
  

ら
か
じ
め
名
寄
せ
対
象
者
名
を
絞
っ
た
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
，
そ
の
デ
ー
タ
の
入
手
が
可
能
で
あ
  

っ
た
が
，
こ
の
方
法
で
は
全
て
の
研
究
者
の
名
寄
せ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
．
ま
た
，
所
属
機
関
  

を
一
敦
の
条
件
と
し
て
使
う
場
合
，
精
度
を
上
げ
る
た
捌
こ
は
そ
の
所
属
機
関
に
所
属
し
て
い
た
期
  

間
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
．
し
か
し
な
が
ら
，
研
究
者
の
所
属
機
関
に
つ
い
て
正
確
に
記
述
さ
れ
た
  

履
歴
情
報
は
存
在
せ
ず
，
整
備
に
は
人
手
も
時
間
も
膨
大
に
か
か
る
た
め
，
今
回
は
所
属
し
て
い
た
  

期
間
に
つ
い
て
は
考
慮
し
な
い
こ
と
に
し
た
．
  
 

研
究
者
の
名
寄
せ
の
精
度
を
上
げ
る
た
め
に
は
，
そ
の
他
に
共
同
研
究
者
や
活
躍
す
る
学
術
分
野
  

な
ど
に
つ
い
て
も
考
慮
し
て
処
理
す
る
必
要
が
あ
り
，
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
．
  
 

5．
特
許
の
引
用

情
報
に
み
ら
れ
る
非
特
許
文
献
情
報
と
輪
文
情
報
の
マ
ッ
チ
ン
グ
  

5．
1 
非
特
許
文
献
情
報

  
 

特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
内
の
非
特
許
文
献
情
報
は
単
純
な
文
字
列
デ
ー
タ
と
し
て
1フ

ィ
ー
ル
ド
に
  

格
納
さ
れ
て
お
り
，
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
存
在
す
る
論
文
と
マ
ッ
チ
ン
グ
を
か
け
る
た
め
に
必
要
  

な
，
タ
イ
ト
ル
，
雑
誌
名
，
人
名
，
ペ
ー
ジ
数
な
ど
の
項
目
に
区
切
ら
れ
て
い
な
い
・
そ
の
た
め
マ
  

ッ
チ
ン
グ
に
際
し
て
こ
れ

ら
の
項
目
を
抜
き
出
す
必
要
が
あ
っ
た
．
し
か
し
，
各
項
目
に
あ
た
る
デ
  

ー
タ
に
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
存
在
す
る
だ
け
で
な
く
，
項
目
の
出
現
順
序
に
も
様
々
な
パ
タ
ー
ン
が
  

あ
っ
た
た
め
，
項
目
を
特
定
し
マ
ッ
チ
ン
グ
を
行
う
こ
と
は
非
常
に
困
難
な
作
業
で
あ
っ
た
．
例
え
  

ば
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
，
論
文
情
報
で
は
表
4の

よ
う
な
表
記
パ
タ
ー
ン
が
，
非
特
許
文
献
情
報
で
  

は
表
5の

よ
う
な
表
記
パ
タ

ー
ン
が
あ
り
，
そ
れ
ぞ
れ
に
対
応
す
る
形
で
マ
ッ
チ
ン
グ
を
か
け
る
必
  

要
が
あ
っ
た
．
  
 

長
い
も
の
か
ら
順
番
に
マ

ッ
チ
ン
グ
処
理
を
実
施
し
た
．
  

ま
た
，
処
理
後
の
デ
ー

タ
を
検
討
し
た
と
こ
ろ
，
1つ

の
機
関
名
デ
ー
タ
が
1つ

の
機
関
を
表
し
  
 

て
い
る
場
合
以
外
に
，

「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
ya
nd
JS
T」

の
よ
う
に
複
数
の
機
関
を
含
ん
で
い
る
ケ
ー
  
 

ス
が
存
在
し
た
．
こ
れ
に

つ
い
て
は
，
両
方
の
機
関
に
マ
ッ
チ
す
る
よ
う
に
処
理
を
行
っ
た
．
「
To
ky
o 
  

Un
iv
er
si
ty
an
dJ
ST
」

の
例
で
は
，
ま
ず
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
y」

と
一
致
す
る
の
で
，
一
致
し
た
部
  
 

分
を
除
い
て
「
an
dJ
ST

」
と
い
う
文
字
列
に
変
換
し
，
「
To
ky
oU
ni
ve
rs
it
y」

以
外
の
辞
書
パ
タ
ー
  

ン
か
ら
処
理
を
続
け
る
こ

と
で
，
「
JS
T」

に
も
一
致
す
る
よ
う
に

し
た
．
  

4．
ユ
 研

究
者
名
寄
せ

  
 

（
1）

研
究
者
名
表
記
  

研
究
者
名
の
表
記
に
お

い
て
も
先
に
機
関
名
表
記
に
述
べ
た
よ
う
な
問
題
が
あ
り
，
研
究
者
全
体
  

に
つ
い
て
の
名
寄
せ
を
行
う
こ
と
は
難
し
い
た
め
，
名
寄
せ
対
象
者
を
CR
ES
Tや

ER
Ar
Oな

ど
JS
T 
  

が
フ
ァ
ン
デ
イ
ン
グ
を
行

っ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー
格
の
人
物
に
絞
っ
た
（
以
下
，
名
寄
せ
  

対
象
者
と
す
る
）
．
  
 

（
2）

辞
髄
管
理
  

名
寄
せ
対
象
者
に
対

し
て
，
研
究
者
の
ID
と
所
属
機
関
の
ID
を
組
に
し
た
研
究
者
名
辞
書
を
使
  

用
し
た
．
後
述
す
る
所
属

機
関
の
判
定
処
理
は
，
研
究
者
名
辞
書
に
登
録
さ
れ
て
い
る
所
属
機
関
ID
  

と
，
機
関
名
名
寄
せ
の
結

果
つ
け
ら
れ
た
機
関
ID
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
行
っ
た
．
  

1 
ま
た
，
日
本
人
の
名
前
を

英
字
表
記
に
し
た
場
合
，
ロ
ー
マ
字
表
記
と
し
て
，
ヘ
ボ
ン
式
，
ロ
ー
  

讐
 マ

式
，
訓
令
式
な
ど
複
数

存
在
す
る
た
め
，
英
字
表
記
の
種
類
は
多
く
な
る
・
さ
ら
に
，
デ
ー
タ
の
  

t 
中
に
は
，
姓
が
ヘ
ボ
ン
式
で

名
が
訓
令
式
な
ど
の
変
形
パ
タ
ー
ン
も
存
在
し
た
・
そ
の
た
め
・
研
究
  
 

者
1人

ず
つ
に
対
し
て
，

こ
れ
ら
複
数
の
パ
タ
ー
ン
を
組
み
合
わ
せ
た
デ
ー
タ
を
準
備
す
る
必
要
が
  

あ
っ
た
．
  
 

（
3）

マ
ッ
チ
ン
グ
処
理

  

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
表

記
の
研
究
者
名
の
み
で
の
名
寄
せ
処
理
は
簡
単
で
あ
る
．
し
か
し
，
例
え
ば
，
  
 

「
さ
と
う
ひ
ろ
し
」
と

い
っ
た
，
日
本
人
に
多
い
名
前
の
場
合
は
，
名
前
だ
け
で
同
一
人
物
と
判
定
  

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
．

そ
の
た
め
，
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
は
，
姓
と
名
の
一
致
の
他
に
所
  

属
機
関
の
一
致
を
条
件
と

し
た
．
  

研
究
者
と
所
属
機
関
の

関
連
付
け
に
つ
い
て
は
，
論
文
情
報
と
特

許
情
報
で
は
デ
ー
タ
の
性
質
上
  

異
な
る
手
法
を
用
い
た
．

論
文
情
報
で
は
，
研
究
者
と
そ
の
所
属
機

関
は
リ
ン
ク
し
た
形
で
文
献
デ
  

ー
タ
ベ
ー
ス
に
格
納
さ
れ
て
い
た
．
し
か
し
，
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
前
述
の
と
お
り
機
関
も
研
  

究
者
も
同
列
の
扱
い
に

な
っ
て
い
る
．
研
究
者
の
名
寄
せ
に
つ
い
て
は
，
所
属
機
関
の
情
報
が
必
要
  

な
の
で
，
以
下
の
よ
う
に
処

理
を
行
う
こ
と
と
し
た
．
  

そ
れ
ぞ
れ
の
特
許
に
お

い
て
，
出
願
人
情
報
に
機
関
名
が
，
発
明
者
情
報
に
研
究
者
名
が
含
ま
れ
  

て
い
る
と
考
え
る
．
あ
る

研
究
者
の
特
許
を
調
べ
る
場
合
に
は
，
発
明
者
情
報
の
中
に
，
そ
の
研
究
  

者
の
「
姓
」
「
名
」
の
両

方
の
デ
ー
タ
が
含
ま
れ
，
そ
の
特
許
の
出
願
人
情
報
が
，
そ
の
研
究
者
の
所
  
 

属
機
関
と
一
致
し
て
い
る

場
合
に
，
そ
の
特
許
の
発
明
人
を
そ
の
研
究
者
と
判
定
す
る
・
あ
る
い
は
，
  



表
4 
ペ
ー
ジ
情
報
の
表
記
パ
タ
ー
ン
例
（
文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
  

表
6 
デ
ー
タ
欠
損
の
あ
る
非
特
許
文
献
情
報
の
表
記
例
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Ll
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S－
C5
  

 

Ⅹ
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Vi
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FT
ll
  

 

Vi
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マ
ッ
チ
ン
グ
処
理

  
 

文
献
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
，
特
許
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
中
の
非
特
許
文
献
情
報
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
た
め
  

に
，
両
者
に
共
通
し
た
項
目
の
探
索
を
行
っ
た
．
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
は
個
人
を
特
定
す
る
情
報
と
し
  

て
精
度
が
高
い
が
，
ど
ち
ら

の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
記
入
さ
れ
て
い
る
割
合
が
非
常
に
低
く
項
目
か
  

ら
除
外
し
た
．
ま
た
人
名
（
人
名
．
発
明
者
）
や
機
関
名
も
有
力
な
項
目
で
あ
る
が
，
辞
書
内
の
表
  

記
パ
タ
ー
ン
が
多
く
，
膨
大
な
デ
ー
タ
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
は
時
間
が
か
か
り
す
ぎ
る
と
い
う
理
由
で
  

除
外
し
た
．
検
討
を
行
っ
た
結
果
，
雑
誌
名
，
開
始
ペ
ー
ジ
，
終
了
ペ
ー
ジ
，
発
行
年
，
巻
号
情
報
  

を
主
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
．
し
か
し
，
マ
ッ
チ
ン
グ
に
使
用
す
る
項
目
と
し
て
す
べ
て
揃
  

っ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
も
多
く
存
在
し
た
た
め
，
そ
の
際
は
補
助
的
に
人
名
を
使
用
し
，
で
き
る
限
り
  

多
く
の
項
目
を
使
っ
て
マ
ッ

チ
ン
グ
が
行
え
る
よ
う
配
慮
し
た
．
  
 

ま
た
，
マ
ッ
チ
ン
グ
の
前

処
理
と
し
て
，
機
関
名
寄
せ
の
際
に
使
用
し
た
略
記
辞
書
を
使
っ
た
変
  

換
処
理
を
行
い
，
マ
ッ
チ
ン
グ

処
理
の
精
度
が
高
く
な
る
よ
う
に
し
た
．
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論
文
情
報
お
よ

び
特
許
情
報
抽
出
用
検
索
シ
ス
テ
ム
の
構
築
  
 

論
文
情
報
お
よ
び
特
許

情
報
の
人
名
お
よ
び
機
関
名
に
つ
い
て
の
名
寄
せ
を
実
施
し
た
結
果
に
  

つ
い
て
，
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
整
理
し
，
論
文
・
特
許
情
報
を
キ
ー
ワ
ー
ド
や
人
名
な
ど
で
抽
出
で
き
  

る
よ
う
に
検
索
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
．
  
 

な
お
，
検
索
対
象
と
な
る
論
文
情
報
に
つ
い
て
は
，
そ
れ
ぞ
れ
被
引
用
数
と
被
引
用
数
の
パ
ー
セ
  

ン
タ
イ
ル
を
デ
ー
タ
と
し
て
付
加
し
た
．
被
引
用
数
の
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
は
，
AS
JC
†
毎
に
集
計
さ
  

れ
た
論
文
を
被
引
用
数
の
多
い
順
に
並
べ
た
場
合
に
，
そ
の
論
文
が
上
位
何
パ
ー
セ
ン
ト
に
位
置
す
  

る
か
を
示
し
た
も
の
で
，
数
値
が
低
い
ほ
ど
被
引
用
数
が
多
い
と
い
え
る
．
ま
た
，
論
文
情
報
に
つ
  

い
て
は
特
許
情
報
か
ら
の
引
用
数
に
つ
い
て
も
被
引
用
数
と
被
引
用
数
の
パ
ー
セ
ン
タ
イ
ル
を
付
加
  

し
た
．
こ
れ
ら
の
数
値
は
，
特
許
情
報
か
ら
ど
の
よ
う
な
論
文
情
報
が
参
照
さ
れ
て
い
る
か
を
推
測
  

す
る
た
め
の
一
指
標
と
し
て
用
い
る
こ
と
を
目
的
に
導
入
し
た
．
  

ま
た
，
非
特
許
文
献
情
報
自
体
に
も
デ
ー
タ
の
一
部
が
欠
損
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
（
表
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参
照
）
な
ど
が
存
在
し
た
．
こ
の
間
題
に
つ
い
て
は
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
根
本
的
な
対
策
が
で
き
  

ず
，
改
善
に
つ
い
て
は
次
期
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
の
課
題
と
な
っ
た
．
  

†
文
献
デ
ー
タ
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ス
に
て
．
文
献
情
報
の
学
術
区
分
を
表
す
区
分
コ
ー
ド
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さ
ら
に
き
ダ
ウ
ン
ロ
山
ド
デ
ー
タ
に
は
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文
と
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許
の
内
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げ
〕
可
視
化
分
析
を
行
う
た
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可
視
  

fヒ
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と
連
動
す
る
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め
の
デ
ー
タ
も
追
加
し
た
・
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ウ
ン
こ
言
一
正
ド
デ
｝
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に
あ
る
描
画
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，
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ト
3の
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，
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許
ぎ
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ら
れ
る
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文
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よ
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し
た
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分
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い
る
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だ
が
ラ
 学
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や
研
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関
の
特
性
が
あ
る
程
度
み
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る
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に
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〆
〕
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い
る
。
文
献
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タ
べ
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デ
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に
つ
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て
酌
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寄
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つ
い
て
萎
ま
，
さ
ら
に
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度
を
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法
萎
ま
あ
る
も
㌘
3の

手
 業

現
び
〕
た
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に
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理
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憂
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発
環
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備
す
  

る
ま
必
要
が
あ
る
、
今
後
，
こ
の
プ
ロ
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タ
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で
得
た
知
見
を
元
に
よ
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適
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な
開
発
環
境
を
整
備
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